
 

 

 

公募型実証研究支援事業 成果報告書 
 

 

１．依頼書受付番号 実支 第28－002号 

 

２．実証研究の名称 

配水管網内残塩濃度の安定化を目的とした浄水残塩濃度管理方法 

 

３．研究成果の概要 

実フィールドにおいて実証研究を行った結果、次の項目を確認した。 

（１）残塩濃度の安定化 

浄水場の前次亜・後次亜プロセスを対象に、フィードバック制御

導入手順としてステップ応答からプロセスのモデリング、調節計パ

ラメータ決定方法を提案し、浄水場で実証した結果、以下の2項目に

ついて確認した。 

① フィードバック制御の導入により、従来方式（ON-OFF制御）より

目標値追随性が改善され、残塩濃度管理が容易になった。 

② 原水変動にも対応し、従来方式よりも浄水残塩濃度低下を抑制で

きた。 

（２）残塩濃度の平準化 

送配水系統に対して適切な追加塩素導入地点の選定手法を提案

し、浄水場からの遅れ時間を基に評価関数より選定した配水池に追

加塩素を導入した結果、以下の2項目について確認した。 

① 追加塩素の導入により各観測点での残塩濃度差が減少し、送配水

系統内の残塩濃度を平準化できた。 

② 送配水系統に対して残塩濃度減少傾向を定量的に評価し、通年で

の末端残塩濃度や追加塩素の管理予測が可能となった。 
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